
平成 25年度年次報告

課題番号：4002

（１）実施機関名：

（独）海洋研究開発機構

（２）研究課題（または観測項目）名：

収束型プレート境界での地殻進化メカニズムの解明

（３）最も関連の深い建議の項目：

2. 地震・火山現象解明のための観測研究の推進

（1）日本列島及び周辺域の長期・広域の地震・火山現象

イ．上部マントルとマグマの発生場

（４）その他関連する建議の項目：

2. 地震・火山現象解明のための観測研究の推進

（4）地震発生・火山噴火素過程

エ．マグマの分化・発泡・脱ガス過程

（５）本課題の５か年の到達目標：

　地球深部起源マグマの物質科学的解析、地球深部の状態を明らかにするための超高圧下での物性測

定・相平衡実験、及びこれらに必要な実験的手法の検討などを行うことにより、地球内部の物質循環

に関する地球内部ダイナミクスモデルを構築する。

　また、プレート運動から堆積層内諸現象まで海底下の様々なスケールの表層現象に関して観測、実

験、シミュレーションを実施する。

（６）本課題の５か年計画の概要：

　成熟度の異なる沈み込み帯（東北本弧、西南日本弧、伊豆ボニンマリアナ弧・サンギヘ弧における

地殻物質・マグマの岩石学的・地球化学的特性を解析し、島弧地殻の進化と大陸地殻の形成過程に関

する知見を得る。

　また、伊豆・小笠原弧で得られた地震探査データの処理・解析を進め、島弧地殻成長過程、背弧海

盆拡大過程を明らかにする。

　平成 21年度においては、既存及び新たに採取する資料を用いて、上記の沈み込み帯における地殻物

質・マグマの岩石学的・地球化学的特性を解析し、島弧地殻の進化と大陸地殻の形成過程におけるマ

グマ活動の役割を評価する。

　また、これまでに得られた構造探査データを統合的に解析し、伊豆・小笠原島弧、背弧システム全

体の地下構造を 3次元的に明らかにする。

（７）計画期間中（平成 21年度～25年度）の成果の概要：
　伊豆小笠原マリアナ弧（ IBM弧）で得られた地殻物質・マグマの岩石学的・地球化学的特性と地震探

査による地殻構造から、島弧地殻の進化と大陸地殻の形成過程に関して新しい知見が得られ、新たな

仮説も提出された。特記すべき事は、玄武岩の海底火山の地下に、なぜか安山岩らしき中部地殻が厚

く存在していることである。「海底火山の下に大陸地殻ができ、どんどん成長しているように見える」



初生マグマをはじめ、沈み込み帯で生み出されるマグマはほとんどが玄武岩のマグマである。海底火

山自体も玄武岩からなるものが多い。玄武岩のマグマからいったいどうやって安山岩の大陸地殻がで

きるのだろうか？

これらの謎の解明に向けて、伊豆小笠原マリアナ弧（ IBM弧）において、島弧地殻の進化と大陸地殻の

形成を包括的に理解することを目的とする４つの掘削 Project IBM（ IBM-1, IBM-2, IBM-3, IBM-4）を

提案してきた。その結果 IBM-1, 2及び 3は 2014年 3月 30日から 6か月かけて米国 Joides Resolution

号により掘削される。また、「ちきゅう」を用いた超深度掘削（ IBM-4）は平成 25年 4月のWorkshop

Chikyu+10で、「ちきゅう」が掘削すべきプロジェクト（ちきゅうプロジェクト）として認定された。

また、25年度の特筆すべき結果としてはマリアナ弧のパガン火山から初生マグマを発見したことであ

る（Tamura et al., 2014）。この成果は 11月に JAMSTECからプレス発表され、NHKなどのニュース

で放映され、26年 2月には BSフジのガリレオ Xにおいて、西之島のマグマの成因を探る結果として

報道された。また、JSTのサイエンスニュース 2013の 1つとして、YouTubeなどでも好評公開されて

いる。
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（9）実施機関の参加者氏名または部署等名：
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